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■４ 人口の将来見通し 

4.1 新潟市の人口・世帯数の将来推計 

 

◇人口は平成 17 年の約 81 万 4 千人をピークに減少に転じています。今後も減少し続け、令和 27 年には 70 万人を下回るものと予測されます。 

◇年齢階層別人口の推移をみると、0～14 歳の年少人口が減少し、65 歳以上の老年人口が増加する少子高齢化が今後も進むものと考えられます。 

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

注１：人口及び世帯数は、現在の新潟市の区域に合わせています。              出典：国立社会保障・人口問題研究所「将来の男女 5歳階級別推計人口（平成 30年推計）」 

注２：数値を端数処理しているため、合計が合わない場合があります。              （ただし、R2 は確定値を記載） 

                                                      

                                                      

◇世帯数は平成 27 年の国勢調査をベースに推計

すると、令和７年をピークに、徐々に減少して

いくと予想されます。 

 （令和２年は実績値を記載） 

                                                      

注３：実績値は、現在の新潟市の区域に合わせてい

ます。 

注４：推計値は、世帯主率法を用いて算定しました。 

・世帯主率法とは、「1世帯に世帯主は 1人しかいな

いという前提に基づき、将来の人口に将来の世帯

主率（人口に占める世帯主の割合）を掛け合わせ

て算出する」方法です。具体的には、各年齢層の将

来人口に家族類型別の世帯主率を乗じます。 
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4.2 将来の人口密度分布予測 

人口分布予測（平成 27 年→令和 22年） 

                                               

 

 

 

 

 

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                       

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

  

（平成 27 年） 

注：令和 22 年の人口予測は、国勢調査結果（H27）を

基準にした小地域単位でのコーホート変化率法を

用いた推計結果です。 

・この際、算定に用いる変化率は８区単位で算出

し、区内の小地域は同じ値を用いました。 

・各小地域の合計値が全市の総人口と整合するよ

う、小地域ごとに一定の係数を乗じました。 

 

（令和 22 年予測） 

25 年後 
予 測 

 

◇平成 27 年と令和 22 年の人口密度分布を表しています。 

◇中央区、東区、西区の市街化区域を中心に人口密度の高い地区

が広がっています。 

◇将来は、人口密度が高い地区でも徐々に低下して

いくことが予想されます。 

 

人口密度のイメージ（250m メッシュのイメージ） 

100 人/ha（東区幸栄） 60 人/ha（秋葉区小須戸） 20 人/ha（西蒲区遠藤） 

未満 



 
 

26 

 

 

人口密度増減（平成 27 年→令和 22年） 

 

 

 

 

 

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

  

人口密度の増加が 

予想される箇所 

 

◇平成 27 年から令和 22 年への人口密度の変化を表しています。 

◇中央区や西区の一部などで増加がみられますが、その他の地区は、市街化区域内

であっても減少することが予想されます。 

 

 

 

未満 
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4.3 将来の高齢化率分布予測 

高齢化率分布予測（平成 27 年→令和 22年） 

                                               

 

 

 

 

 

 

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

  

（平成 27 年） 

（令和 22 年予測） 

25 年後 
予 測 

 

◇平成 27 年と令和 22 年の高齢化（65 歳以上）率を表しています。 

◇市街化区域において、平成 27 年時点では、中央区・東区・西区の

一部や各区の中心部などで高齢化率の高い地区が見られる一方、 

市街化区域の縁辺部などでは、高齢化率が 30％以下の 

地区が広がっています。 

◇市街化調整区域において、将来的には高齢化が

進み、令和 22 年時点では、ほぼ全域に渡って 

高齢化率が 30％以上になると予想されます。 

 

 

未満 
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高齢化率増減（平成 27 年→令和 22年） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                       

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                  

 

高齢化率の増加が 

多くみられる箇所 
 

 

◇平成 27 年から令和 22 年への高齢化率の変化を表しています。 

◇市街化区域の縁辺部を中心として、全市的に高齢化率の増加が 15％を超える地区が見ら

れます。 

◇市街化調整区域の中でも、南区や西蒲区では高齢化率の増加が 5％以上となる地区が多く

見られます。 

 

未満 


